
茨城町

「
歩
く
会
」
で
桜
巡
り

魅
力
発
見
へ
大
学
生
提
案

茨
城
町
と
の
地
域
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
同
町
魅
力
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
き
た
茨
城
大
人
文
学
部
市
民
共
創
教
育
セ
ン
タ
ー
（
斉
藤
義

則
セ
ン
タ
ー
長
）
は
1
8
日
、
同
町
小
堤
の
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
う
ゆ

う
館
で
活
動
報
告
会
を
開
い
た
。
町
の
花
の
楔
に
着
冒
し
、
楔
や
巨
木
を
見

て
歩
く
た
め
の
「
さ
く
ら
マ
ッ
プ
」
を
作
っ
た
学
生
が
、
こ
れ
を
生
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
提
言
。
町
は
提
言
を
踏
ま
え
、
4
月
に
歩
く
会
を
実
施
す

る
ほ
か
、
桜
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
す
る
考
え
を
示
し
た
。

町
と
同
大
は
ま
け
1
3

年
⊥
月
に
同
協
定
を
締

結
。
農
業
再
生
や
観
光
振

興
な
ど
を
対
象
に
、
学
生

が
中
心
と
な
っ
て
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
日
は
、
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
同

大
の
都
市
計
画
論
ゼ
ミ
に

所
属
す
る
3
年
、
板
垣
里

沙
さ
ん
と
岡
本
真
幸
さ

ん
、
佐
藤
碧
さ
ん
が
発
表

した。町
内
に
は
、
樹
齢
5
0

0
年
の
大
戸
の
桜
や
、
徳

川
光
園
が
た
た
え
た
と
い

う
千
真
横
の
跡
地
に
歌
碑

が
残
る
こ
と
か
ら
、
学
生

た
ち
は
歴
史
や
物
語
を
含

む
按
や
巨
木
に
着
目
。
こ

れ
ら
を
巡
る
三
つ
の
コ
ー

ス
を
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
提
案
し
た
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

茨
城
町
の
魅
力
再
発
見
に
つ

い
て
発
表
す
る
茨
城
大
の
学

生
＝
同
町
小
堤

と
し
て
、
名
木
を
巡
る

「
さ
く
ら
咲
く
サ
ク
」
、

湖
畔
の
名
所
・
神
社
を
巡

る
「
澗
沼
」
、
ポ
ケ
ッ
ト

フ
ァ
ー
ム
ど
き
ど
き
や
小

幡
山
埴
輪
製
作
遺
跡
、
常

陸
牛
な
ど
を
育
て
る
牧
場

脇
を
通
る
「
も
ー
も
ー
」

の
三
つ
を
提
案
し
た
。

学
生
3
人
は
「
昨
年
6

月
か
ら
視
察
会
を
重
ね
、

巨
木
の
多
い
地
域
だ
と
感

じ
た
。
牛
を
飼
っ
て
い
る

風
景
は
都
会
に
は
な
い
も

の
。
魅
力
と
し
て
生
か
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

提
案
を
受
け
、
町
は
4

月
6
日
に
歩
く
会
を
実
施

す
る
予
定
と
発
表
。
報
告

会
に
参
加
し
た
町
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
会
代
表
の
高
津

敏
雄
さ
ん
は
「
牛
舎
の
風

景
な
ど
、
地
元
の
私
た
ち

は
見
落
と
し
て
い
た
コ
ー

ス
だ
と
思
う
。
目
の
付
け

ど
こ
ろ
の
違
い
を
感
じ

て
、
刺
激
に
な
っ
た
」
と

感
想
を
語
っ
た
。（武

藤
秀
明
）
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